

















































































































































































































































































































































































老 若 五 十首歌合千五百 番 歌 合秋篠月消集和 泉 式 部 集























〇 詞 花 集． 和 歌 一 字 抄
一 首
一 首
















明 確 に す る た め に 、 「六華集」所収 歌 の
主 要 作 者 の 歌 数 を 次
に
列 挙 し て み よ 』 ブ 。
家 隆 151 は � 、 定 家 Hs ⑨ 、 良 経 99 固





八 八 首ー 四 首
草
」
「 玉 葉 集 」 等 か ら 、 私 歌 集 で は 、
0 玉 吟 集
七 一首















為 家 卿 千首
0新勅撰集
洞 院 摂 政 家 百首順徳院御百首
三九首
0統千載集
こ の 結 果 、
「統古今集」
「 玉 吟 集 」
ニ ニ 五 首
「新
古今集」「 拾 遺 愚
「 秋 篠 月 清 集 」 等 か ら 、 私 撰 集 で は 、
品 撰 六 帖」 「 万 代 集 」 等 か ら 、 そ の 他 で は 「 万 葉 集 」 か ・ら 多 数 の 和 歌 を 収 録 し て い る 事 実 が 判 明 す る が 、 そ の 辺
一 首
0 玉 葉 集
-00首









一 三 二 首
0 続 古 今 集0 続 拾 遺 集











詞 林 采 葉 抄






























































































人・有問皇子・若麻統部諸人家人 額田王・春日野蔵首老・志加麿・小野老・益人・笠女郎 恵行 千文行甚・高田女王・今城 蝉丸◆高津内親王・兼芸・素
・性・千里・言直・当時・中興女・宇多天皇・定方・元
良親王・敦忠 等・増墓 庶明 元真・後生・駿河仲文・円松 惟成・兼器・能宜・円融院・道綱母 実方・峯雄 千包女・常 璽之 致時 実因 観教
・
季


















＂亀山院・鹿政 道玄 内実 後二条院・実時・政連．淑氏・基忠 秀行 消行 後宇多院・長穿 親子·


























































































































































































































































































































































































































． ． ．ヽ2 ー、









前 者 は 由 阿 の 可 能 性 が 強 く 、
後 者 は 既 に
(n
〉
指 摘 し た か 、
冷 泉 家 系 統 の 述 歌 師 の 誰 か で は な か ろ う か 。
・ 基 家 の 詠 歌 に は 新 出 歌 が か な り 指 摘 さ れ 、
そ の 意 味 で 、
「 六 華 集 」 は 資 料 的 価 値 も 高 い 私 撰 集 で あ る と 認 め ら れよ う
。
（ 『 国 語 国 文 』
「 六 華 集 」 に は 、
未 発 掘 の 歌 が 多 く 、




の 動 向 が 不 詳 で あ る 以 外
は、
す べ て 良 基
六 三 九 番 ）
・ 語 成 （ 一 八 五 九










実 際 は そ の
従 っ て






花 集 注 」 か ら 「
六華渠」が成立した過程はとうてい考え
られず、
や は り 「 六 華 集 」 の 中 か ら 難 解 な 和 歌 を 抄 出 し
て 、
それに注解を付している過程で、




歌 を 補 充 、
そ れ に も 歌 注 を
付 し て 成 立 し た の が 「 六 花 集 注 」 と い う こ と に な ろ う 。
「六華集」には見
「六
「 六 花 集 注
J
の 有 す る 歌 す べ て が 所 収 さ れ て い た の か も 知
れ な い け れ ど も 、
し か し 歌 数 な ど の 点 か ら い っ て 、
本 し か 存 在 し な い 故
、
あ る い は 「 六 華
集 」 の 完 本 に は
3 ヽ
刊 、
昭 45 . 8 刊 ） 、





集 」 の 編
昭 u . 8 、
四 二 0 号 ） 、
『 六 花 集 の 研 究 』 （ 私 家
「 『 六 花 集 』 の 性 格 と 価 値 」
四四五号）など。
（ 古 典 文 庫 ）
の
凡 例 で 具 体 的 に 指 摘
「 夫 木 抄 」 所 収 歌 は 、
原 資 料 の 判 明 す る 歌 も 、
す べ て 「 夫 木 抄 」 に 入 れ た
点 で あ る 。151 g は 、
三三首の歌は現在未確認の歌で、
一 ― 八 首
は確実に家隆










重 視 し て 、





・ 時 長 （ 一 七 五 二 番 ）
よ り 以 前 の 歌 人 の 歌 で あ る 。
・ 祭 冬 ． （ 一
4 ｀
断 っ て
お か ね ば な ら ぬ こ と は 、
- 53 -
6 、
ー岡山県立津山高校教諭
本学第十一回卒業I
「和歌と説話とーー雲玉和歌抄をめぐって」語国文』
第
三七巻第三号）
ー、
注2の「岡山大学所蔵『六花抄』について」
8、
井上宗雄氏『中世歌壇史
の
研究
南北朝期』六ー―10
頁参照。
9、
小島憲之氏「由阿・良基とそ
の著書
ー中世万葉
学
の一面ー」（『万葉集大成
』
2)参照。
10、
彰考館文庫(-―一本）
・内閣文庫（二本）
・陽明文庫
（二本）
・竜門文庫・蓬左文庫・東大寺図曾館•島
原松平文賊•岡山大学図書館•愛知教育大
学
・稲久
週文庫（各一本）に所蔵されている
。
11、
注2の「『六花集』の性格と価値」
〔付記〕本稿は、
昭和四十六年度文部省科学研究費
補助金（奨励研究側）による研究成果の一部であ
る
。
（『国
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